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東 日本 にお ける梅雨 〜 盛夏期の 大雨 日に 関する気候学的解析

＊ 松本健吾 （岡 山大学教育学部理科），大谷和男 （岡山大学大学院自然科学研究科），

　　　　　　　 加藤内藏進 （岡山大学大学院教育学研究科理 科）

1．は じめ に

　梅雨最盛期 の 西 日本 で は，東 日本 と違 っ て ， 例 え

ば 50   ノ目 を超え る ような 「大雨 目」 が頻出し，総

降水量 も大変大き くなる．また ， 東西 の 降水特性 の

違い も大 きい ．しか し ， 地球温暖化に伴 い 激 しい 雨

の 増加も指摘され て い る中，相対的に 「大雨 日」 の

頻度の 低い 季節や地域も含めて ， また ， 季節進行

の 中で の 東西 の 違 い とい う背景 も念頭 に置 い て ，

「大雨 日」 の 発現やそ の 降水特性 に関する知見 を

整理す る必要が ある．そ こ で本研究で は，梅雨期か

ら盛夏期 にお ける地域性や季節経過 の 中で の 位置づ

けを明確 に しな が ら，上述 の 点に 関する解析 を行 っ

て い る （2013 年秋 の 全 国大会 で 第 1 報 を 報告）．

　本講演は，そ の 第 2 報とし て ，梅雨最盛期の 東 日

本 の 「大雨 則 に っ い て ，第 1 報で は 述 べ なか っ た

希少 パ ターン に お ける事例の特徴も吟味する ととも

に ， 気候学的 に は 盛 夏期に あた る 8H の 東京 で の 「大

雨 日」の 出現状祝や降水特性等につ い て ， 1961〜2010

年 の 気象庁 の 日降水 量デ
ー

タや 日 々 の 天気図等に基

づ く解析結果を報告する ．

2 ．梅雨最盛期 の 「大雨 日」 の 特徴 （特殊な事例 に

つ い て）

第 1 表 1971〜2010年の 6月 16日 〜7 月 15日 に おけ る

大 雨 日で 平 均 した 日降水量 に対 す る，10　mm／h以 上 の 降水

の 寄与 とそ の 割合．なお，東京の パ ターン A〜Dの い ずれ

に も該 当 しな い 場合 （便 宜 的 にパ ター
ン E と呼ぶ ） が 3

例あっ た，

日降水量（mm ／day）
　　RaUo　to
th巳tota】PR ％

（a）To1田
（b）10mm 〆h

≦PR の 寄 与 0）〕× 100！（の

長 崎 （全事例） 895 54．4 60．7
東京 （全事例） 7L9 32．5 45．2

パ ターン A88 、7 49、6 55．9
パ ターン B73 、5 23．8 32．4

内

訳
パ ターン C585 6、4 ll．0
パ ターン D68 ．1 37．1 54、5
パ ターン 　 E75 ，7 66．8 88，3

　第 1報で は ， 東京で の大雨日 に お け る 地上 天気図

の各パ タ
ー

ン毎の特徴の解析を行 っ た，それぞれ の

パ タ
ー

ン で の 降水 の 統 計を第 1 表に示す ．

　なお ， 各 パ タ
ー

ン の 気圧配置 の 特徴 と出現回数 （括

弧 内）は 次 の 通 りで あ る．

　A ： 台風 も し くは熱帯低気圧 が 東京 か ら 700   以

内に位 置する （梅 雨前線が 存在す る場合 も，ほぼ東

北か それ以北）場合 （6 回），B ： A と同様だが ，梅雨

前線も東京付近 もし くはそれ以南に位置す る場合 （7

回），C ： 4hPa 毎の 閉 じた等圧線を 2 本以上持っ 梅

雨前線上 の 小低気圧が，東京付近に接近中もし くは

位置す る場合 （7 回），D ： 梅雨前線が 140　E に お い て

30N 以北に位置する場合で ，パ タ
ー

ン C以外 （8回），
E ：そ の 他 （3 回）．

　パ タ
ー

ン A〜D に該当 しな い 事例は全 3例で あっ

た が
，
10 皿 mlh 以 上 の 降水の 寄与が非常に大き か っ

た （第 1 表），こ れ らの 事例も，気候学的 に まれ な

現象 と し て，今後の 異常気 象な どを考 え る 上 で の 参

考と し て解析を進 めて い く こ とに した，該当する の

は ，1974年 7 月 8 日，1982 年 6 月 20 目，2000 年

7 月 4 日の 3 事例で あ る．

60N50N40N3bN20N1DN
19B2、06．20925hPo　T（℃，＆ uv 〔m／s） 50N50N40N30N20N

2000、07．04925hFo　Tpe）M μv 〔m ／s）

第 1 図

（
°
C）と風 ベ ク トル （ms

−1
）の 分 布

ii：

1eN
　 　 　 　 　 　 170E　110巨

パ ターン E の 各事例で の 925hPa に おけ る気温

　　　　　 　　　　 凡 例 は 図 中 を参 照．

　例えば，下層の 気温分布だけみ て も，第 1報で挙

げた他の 大雨 日 の特徴 とは 大 きく異な っ て い る こ と

がわ か る （第 1 図）．特 に オ ホ
ー

ツ ク海気 団 の よ う

な冷涼な部分 の 広 が りは気候学的な場 と大 き く異 な

るだけ で な く （図略），各事例 ご との 違 い も大き い ．

第 1 図の 事例で は，関東付近で の 温度傾度 もさほ ど

大きくない こ とが特徴的で ある．これ らの 事例の特

徴に つ い て は さらに検討を進める予定で ある．

3 ．8月における東京で の 「大 雨 日 」 の特徴

　東京 で の 総降水量は，気候学的な盛 夏期になる と

梅雨期 よ りも減少す る が ， 8 月には逆 に ， 総 降水 量

の 半分近 くは 「大 雨 日」による寄与 で あ っ た （図略）．

そ こ で
，

ミ ニ チ ュ ア 版天気 図 が 手元 に あ る 1971 〜

2010年 の 8 月 1 日〜8月 30 日の 東京 で の 「大 雨 日」

を抽出し た結果，32 事例あ っ た ．そ の うち の 大半 （25
事例 ） は 台風 あ る い は 熱帯低気圧 が関東付近 あ る い

は 日本列 島の 南方海上 （おお むね 25N 以北）に存在

して い たが ， こ れ らの 中には ， 前線が関東付近 ， あ

るい は ， かな り北方 に存在す る場合 もあ っ た．また ，

停滞前線 の み が 関東付近に存在 し て い る場合 も 5 事

例 あ っ た．今後 は ， 台風時 の パ タ
ー

ン の 詳細や停滞

前線が ，梅雨前線的か 秋雨前線的か ，等の 検討も行

う予 定で ある，
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